七色の雨
　
　
龍之介＃３２
　
　
　人工的な明かりの下、雨は今日も断続的に降り続いていた。
「右舷前方、エイリス艦隊巡洋艦より、レーザー照射。来ます！」
　頭に笠をかぶったレーダー手が、防水処理の施されたコンソールを叩く。
「……そ、総員、耐衝撃姿勢！」
　艦長であるフェム提督の声がその後に重なり、間髪をおかずにレーザーの束がフェム艦隊旗艦キングジョーⅠ世の右舷へ命中する。
「報告します。右舷連絡艇収納庫付近に被弾するも、損害軽微。外壁板が損壊したのみです。連絡艇、本艦の航行に何ら問題なし。以上」
　すぐに伝声管を通じて報告が飛んでくる。
（よかった……）
　フェムが胸をなで下ろし、指示を出す。
「防衛艦隊各ミサイル艦に連絡を……」
「各ミサイル艦、撃ち方用意」
　通信士が回線を開く。
「……も、目標、敵旗艦。準備整い次第、一斉射」
「目標、敵旗艦。一斉射！」
　通信士の連絡からわずか数十秒の後、フェムの乗るキングジョーⅠ世を旗艦とした艦隊から一斉にミサイルが飛んでいく。
「命中弾七……敵旗艦、炎上します。おそらく燃料庫への引火と推測」
　戦況をモニターしているレーダー手が冷静に告げる。
「エイリス艦隊、撤退を始めます」
　艦内の緊張感が緩む。
（ふぅ……なんとか……）
　フェムは降り続く雨越しに、開戦時より数の減った敵艦隊が去っていくのを見ていた。（今回もなんとか……雨のおかげで守り抜くことができた）
　艦隊指揮に向かないと自覚しながらも、東郷より任命されたベトナム防衛を今回も果たせたことに、フェムは安堵と幾ばくかの喜びを感じていた。
「提督、防衛成功、喜ばしいことですね」
「あの雨は我々を守ってくれますね」
　次々とかけられるクルーの言葉に逐一頭を下げながら、一方で、フェムの顔は晴れないままだった。
（……やっぱり、私の力って戦闘にしか役立たないのかな……でも、戦闘に役立つだけでも……）
　戦闘による緊張感が解け、雨がやんでも、フェムはやはり笑顔を見せないのだった。
　
　
　
「……とまあ、これが前回の防衛戦のビデオだ」
　惑星日本、大日本帝国首都。平賀研究所。東郷は津波と共にフェム艦隊の戦闘記録を見ていた。
「なるほどな……彼女の雨は戦闘宙域ではこうなるのか」
　東郷が腕を組む。フェムが日本海軍に招き入れられてからしばらく経つが、対ガメリカ線に注力している彼は、彼女が自らの特殊能力でベトナムを防衛してると報告は受けていても、それが実際どのように効力を発揮しているかを目にすることはなかった。
「うむ。相当に不思議なものだ。非科学的にも程がある。時間があれば存分に研究したいところではあるな」
　津波も興味深そうに頷く。
　防衛戦での損害の少なさに目を見張った東郷が、その理由を知るべく戦闘の記録を取り寄せ、『宇宙に雨が降るから』という理由に興味を持った平賀が自分の研究室に呼びつけ、一緒に見ることになったのだ。
「……まさか、本当に宇宙空間に雨が降るとはな」
　半信半疑で聞いていた理由が本当であることを目の当たりにして、津波が驚く。
「ああ……」
　東郷もただ頷くのみだ。
　モニタの中では、フェムの乗る旗艦キングジョーⅠ世を中心とした艦隊を取り囲むように、小隕石のような多数の雨雲が浮いており、その雨雲同士をつなぐように雨が流れていた。
「まさに雨のカーテンと言ったところか……まあ、カーテンと言っても厚さは数十メートルだが」
　津波が感想を漏らす。
「艦内に雨が降るからこちら側からの攻撃が鈍ることは予想がつくが、敵側の攻撃が阻害されるのはこういうことか」
「これはたまらんな。レーザーはこのカーテンをくぐる際にあらぬ方向へ屈折して威力が半減。ミサイルも鉄鋼弾も基本設計の時点で水をくぐることなど想定外だからな。まともに届く弾は少ない、と」
　東郷も津波も画面を見ながらその効果を認識する。
「で、津波。この雨のカーテンを利用しつつ、こちら側からの攻撃を通常通りの威力で行うことは可能かな？」
「無理だ」
　東郷の問いに、津波は即答する。
「レーザーはどうやっても屈折する。航空機もミサイルも鉄鋼弾も、基本的に水をくぐるようにできてはいない。対策を施すのならば根本的に造りを改めるしかない。彼女の艦隊のためだけにだ。そこまでの費用も時間もない。攻撃する際にカーテンの外へ出ればいいが、それでは向こうの攻撃も通常通りだ。それに、艦船自体、水をくぐるなんてことは考えられてないんだ。最悪機関停止にでもなってみろ。射撃練習の的だぞ」
「むむむ」
　津波の説明に、東郷は反論できない。
「せめて味方の攻撃の威力を落とさずに通せれば、悩みの一つはなくなるかと思ったんだがな……」
「悩み？」
　東郷がポツリとこぼした言葉を、津波が拾い上げる。
「ああ。彼女は自分の能力が味方に迷惑をかけていると思っている。それに、戦闘にしか役に立たないということも気に病んでいるようだ。その一つだけでも取り去れればな、と思ったのさ」
「まったく……女のことになると熱心だな、君は」
　津波がため息をつく。
「性分でね。……さ、じゃあもう一つの方をどうにかする方向で考えるか。ではまた。津波」
　片手をサッと上げ、海軍長官は研究室を後にした。
　
　
　
　一週間後、同じく平賀研究室。
「やあ」
　東郷は爽やかな微笑みを浮かべながら、研究室のドアを開けた。
「何の用だ。東郷君の方から来るということは、どうせロクでもない用事だろうが……」
　研究資料に目を落としつつ、津波は彼の顔も見ずに返す。
「これを」
　その資料の上に、一枚の紙が置かれる。
「……………」
　海軍長官の直筆であるらしいそのメモに、津波はサッと目を通す。
「君……」
　津波は紙をやや乱雑に脇へどかす。
「私の話を聞いていたか？　根本的に造りを改めるしかない、と言ったはずだが」
　ため息をつきながら、津波は東郷を睨み付ける。
「よく見てくれ。何も雨のカーテンをくぐり抜けるミサイルを作ってほしいと言ってるわけじゃない。現行の物にちょっと手を加えてくれればいいだけのことだ」
　東郷はそれを穏やかな顔で返す。
「ふむ……」
　もう一度紙を目で追い始める。
「頼む。完成した暁には新艦船開発の資金を上げることを約束しよう」
「……………」
　津波はメモを見ながら黙考する。
「しょうがない。それで手を打とう。後で長官印の入った念書を寄越すように」
　言うが否や、津波はさっきまで見ていた資料をまとめて適当なクリアファイルにねじ込み、東郷のメモを見ながら紙を広げて何かを書き殴り始める。
「では、よろしく頼む」
　そう言って、東郷が部屋を後にする。
「……まったく、熱心な男だ」
　その背中に、津波は小さく呟くのだった。
　
　
　
　二週間後。東郷毅海軍長官は旗艦長門の艦橋で指揮を執っていた。
「レーザー手、先程の屈折率をインプット。第二波はそれを計算して撃つんだ」
　指示を出しながら、東郷は長門の後方に位置しているフェム艦隊の旗艦、キングジョーⅠ世をモニタ越しに見る。
「あのあの……」
　そのキングジョーⅠ世から通信が入る。第一声ですぐにフェムと分かる。
「どうした？　フェム」
　東郷が応じると、通信士はサブモニタに映像も繋いだ。
「その……私なんかが攻略戦に参加してもよかったんでしょうか……」
　通常、フェム艦隊はベトナムの防衛に専念しているのだが、今回はインドカレーの攻略戦だ。彼女が乗る旗艦を中心とした雨のカーテンの内側には、長門を擁する東郷艦隊をはじめ、対ガメリカ戦を一時中断して集結させた精鋭艦隊が入り、いつも以上の艦艇数となっていた。
　フェムにとっては、それだけ雨のカーテンの影響を受ける数が増えることになり、申し訳ないという思いが強いのだった。
「今回の作戦は可能な限り被害を軽微に抑えることが重要なんだ。そのためにはフェム、君がいてくれないと困る」
　東郷が力強く返す。
「あう……ありがとうございます……」
　赤くなりながら、フェムが通信を切る。
（それでも……）
　東郷は再び戦闘宙域を映し出したサブモニタを見ながら考える。
（戦闘にしか役に立たない、なんて考えてるんだろうな、あの子は）
　モニタを、レーザーの第二波が横切っていった。
　
　
「敵巡洋艦、撃破確認。組織的抵抗はほぼ終息しました」
　東郷の下へ戦果報告が届く。
「よし。陸軍へ制圧依頼を」
　指示を受け、通信士が連絡を入れる。程なくして、雨に包まれた海軍艦隊の横を猛スピードで陸軍艦隊が駆け抜けていった。
「……俺たちの仕事は終了かな。後は制圧完了までのんびり休みながら見物するとしよう」
　言葉通り、東郷は椅子に深く座り直し、モニタが映し出す陸軍の戦いに目を向け始めた。
　
　
　数刻の後。
「中心部、宇宙港の制圧を完了。繰り返す。中心部、宇宙港の制圧を完了」
「おおおおおおおっ！」
　陸軍からの報告に、海軍の全艦艇が沸き返る。
「おめでとう、フェム。君のおかげだ」
　歓喜の声が響き渡る中、東郷はフェムに通信を入れて労をねぎらう。
「いえ……そんな……」
「そう謙遜するな。海軍の主力艦隊はほぼ無傷だ。ドックに入ることなくまたガメリカ戦に復帰できる。これは本当に素晴らしい、君がいたからこその大戦果だ。胸を張っていい」
　小さくなっていくフェムの声を拾い上げるように、優しく、穏やかに、それでいて力強く、東郷が彼女の言葉の後ろを繋ぐ。
（……よし、頃合いか）
　それでもやはり表情の晴れないフェムを見ながら、東郷は後ろに手を回し、乗組員に合図を送る。
「防空艦、秋月、冬月に連絡。打ち合わせ通りに」
　その合図を受けた通信士が、攻略戦に帯同していた防空艦二隻に連絡を入れる。
　
　
　防空艦、秋月艦橋。
「新型弾、発射準備完了」
　砲撃手が艦長に向き直る。
「テスト通りにやる。失敗の無いようにな」
「はい！　ぬかりありません」
　
　防空艦、冬月艦橋。
「時限信管への諸元入力完了。準備整いました」
「発射準備」
　艦長の号令が飛ぶ。
　
「三……」
「二……」
「一……」
　長門の艦橋から、両艦へカウントダウンが入る。
「発射！」
　両艦長が寸分違わぬタイミングで告げる。
　艦隊の外側に布陣している防空艦の全二十四門の高角砲が、それぞれ艦隊外周部の様々な方向を向き、一斉に火を噴く。
　
　ドンッ！
　ドンッ！
　ドンッ！
　
　精密に計算された時限信管は、雨のカーテンの中央で爆発する。
「き、きれい……」
　その光景を見て、フェムは思わず嘆息していた。自分が忌み嫌い、人に迷惑をかけるものでしかなかった雨が、なぜか赤や緑、黄色、青、紫、桃色、様々な色で輝いていた。
　それはまるで、水の中で弾ける花火にも、夢の中を飛んでいく流星雨にも、見えた。
　フェムが、知らなかった者全員が呆気にとられる中、防空艦は次々とそれを撃ち出していく。
　その度に雨は様々な彩りを見せ、船窓を七色に照らし出す。
「お気に召したかな？」
　東郷の声に、フェムはまだ回線を繋いだままだったことを思い出す。
「えっ？　これって……」
　フェムの顔に更に驚きと疑問が浮き出してくる。
「俺から君への戦勝記念さ。なんてことはない、ただの信号弾だがね。まあ、平賀博士に無理を言って防水処理を施してもらったんだが」
　そう言ってウィンクをする東郷の顔を見て思わず火照った彼女の頬を、青い流星雨が一瞬照らし、流れ去っていく。
「きれいです……とっても……」
　惚けたままの顔で、呟くように言う。
「君の特殊能力はこういった形でも役に立つのさ。どうだい、綺麗だろ？」
　
　夢から覚めないフェムを乗せたまま、七色の光をまとった海軍艦隊はゆっくりとインドカレーの宇宙港へと入っていった。
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